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2018年 全日本フォーミュラ3選手権 シリーズ

第18戦 / 第19戦 （富士スピードウェイ） レースレポート

Race Report

Japanese Formula 3 Championship 
Round 18 / 19 FUJI Speedway



大会概要

富士スピードウェイ 1Lap=4.563Km

出走：16台（Nクラス1台）

2018年 全日本フォーミュラ3選手権 第18戦 第19戦

2018 全日本F3選手権シリーズ 第8ラウンド

大会名称

開催日

2018年 10月13日（土） 予 選 / 第18戦決勝

10月14日（日） 第19戦決勝

開催サーキット

#14 Albirex-RT

ﾄﾞﾗｲﾊﾞ-：太田 達也
Driver  Tatsuya Ota

出身地：山形県

生年月日：1989年 2月14日

身長/体重：166ｃｍ/57ｋｇ

血液型 O型



RACE REPORT
専有走行① 2018/ 10/12（金） 結果 Pos 13  Time 1’39.842 /   Laps  23 / Ave.Km/h 164.5

公式予選 2018/ 10/ 13（土） 11:45～ 結果 第18戦 13位（Laps13) 第19戦 13位（Laps13)

第18戦決勝 2018/ 10/13（土） 15：25～ 結果10位（20/21Laps)

専有走行② 2018/ 10/12（金） 結果 Pos 13 Time 1’38.687 /   Laps   8 / Ave.Km/h 166.5

Rd.18 Qualify Time : 1’36.354 Ave.Km/h : 170.5

Weather : Cloudy Track : Dry

Rd.19 Qualify Time : 1’36.680 Ave.Km/h : 170.5

Weather : Cloudy Track : Dry

Rd.18 Race Time : 33’38.527 Best Lap : 1’37.659
Ave.Km/h : 168.2

第19戦決勝 2018/ 10/14（日） 9：05～ 結果 7位（15Laps)

Weather : Cloudy Track : Wet

Rd.19 Race Time : 27’39.674 Best Lap : 1’49.371
Ave.Km/h : 150.2

太田選手にとって初の予選は開始直後に他車のミラーがレコードライン上に落ち
赤旗が提示され一時中断となるもすぐにリスタートした。
予選の結果決勝は18戦、19戦とも13番手からのスタートとなった。

オープニングラップで#37と#8が接触し
直後に付けていた2台も絡んでしまう
その混乱の中9番手に浮上,さらに接触後
も走行していた1台がPIT INし,8番手に
上がるも追い上げてきた#37や#28に
抜かれてしまい、クラス10番手に下がり
そのままゴールとなった。

スタート直後の1コーナーまでの混戦の中
で4台を抜き9番手に上がり
さらに13コーナーで前を走る2台が接触
するも上手くかわし7番手に順位を上げ
そのままフィニッシュとなった。



太田達也選手 コメント

全日本F3選手権 第18戦&第19戦 富士スピードウェイ

今回突然ではありますが、全日本F3選手権の最終ラウンドに出場させて頂きました。
アルビレックスレーシングチームからは2013年以来の出場となったので、また一緒に出場できる事になって
嬉しかったです。関係者の皆様本当にありがとうございました！

レースの方は、予選までの時間が短かった事や天候が不安定な事もあり、予選、第18戦のドライ路面では
マシンのポテンシャルをフルに発揮する事が出来ず10位と苦しいレースになりました。

19戦は一転ウェット路面になり得意な路面でもあるので、ここはチャンス！と思い、スタートから思いっきり
攻めて行きました。
マシンの調子も良く、７位までポジションを上げる事が出来たので、少し ほっと したのと同時に、もっと
予選の順位が良ければ･･･と 少し悔しくなりました。

これまでF4のマシンに乗っていましたが、F3のマシンはコーナーの速さの次元が違い、最初から
圧倒されました。ただ、不思議と乗りにくさなどは無く、違和感無く乗る事が出来たのはチームの皆様が
アドバイスをくれたお陰だと思います。

今回この様な機会を頂き、また沢山の応援ありがとうございました！

太田 達也



中村監督 コメント

今回、急遽2013年S-FJ富士アルビRTから年間チャンピオンとなった太田選手が出場となりました。
太田選手はその後、勢力的に競技に参加し今年度もJAF F4のランキングトップの選手です。

初めて乗るF3という事もあり、最初はステアリングの重さに戸惑っていたようですが、SETの変更、本人の
チャレンジ精神、また天候が雨という事に助けられ徐々に上向きの結果となり、最終戦では7位とポイント
獲得まであと一歩でした。ドライバー、チーム共に良い結果で終了いたしました。

・・・2018年シーズン総括・・・
F3参戦2年目となる今年度、メルセデスユーザーとして初表彰台獲得、ポイントも昨年の１Pから
７Pチームランキングも9位から7位と着実に上がってきました。
今年度お世話になりました新潟国際自動車大学校様、Sugar様大変有難うございました。

来年度は更なる高みを目指しチーム一丸となり努力して参ります。

アルビレックスレーシングチーム 代表 中村寿和 –Toshikazu Nakamura-


